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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 12,453 △0.9 378 △9.7 311 △8.3 196 △19.6
26年3月期第3四半期 12,565 6.2 418 21.4 340 42.7 243 126.7

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 769百万円 （△5.9％） 26年3月期第3四半期 817百万円 （341.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 14.47 ―
26年3月期第3四半期 16.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 16,984 6,757 33.1
26年3月期 15,849 6,472 34.0
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 5,628百万円 26年3月期 5,396百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
27年3月期 ― 2.50 ―
27年3月期（予想） 2.50 5.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,100 0.3 600 2.0 470 2.2 250 1.7 18.96



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．２「２．サマリー情報(注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対するレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条
件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご参照ください。 
 当社は、平成26年８月20日付で自己株式2,652,000株の取得を行っております。連結業績予想の「1株当たり当期純利益」につきましては、当該自己株式取得
後の発行済株式数（自己株式数を除く）により算定しております。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 17,768,203 株 26年3月期 17,768,203 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 5,970,985 株 26年3月期 3,316,547 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 13,206,308 株 26年3月期3Q 14,453,569 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策による緩やかな回復基調が続き、消費税増税

による駆け込み需要の反動減が収束しつつあるも、新興国経済の減速への警戒感、円安による原材料やエネルギー

価格の高騰など、先行き不透明な状況が続いております。

 このような状況の中、当社グループにおきましては、「包装を通じて社会に奉仕します」の社是に則り、当社グ

ループ一体でお客様の環境に則した事業活動を推進するとともに、「優秀な製品」「確実な納品」「適正な価格」

の造り込みを進めてまいりました。 

 その結果、売上高は 12,453百万円(対前年同期比0.9％減)、営業利益は378百万円(対前年同期比9.7％減)、経常

利益は311百万円(対前年同期比8.3％減)、四半期純利益は 196百万円(対前年同期比19.6％減)となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 1,135百万円増加し16,984百万円となりまし

た。これは、主に流動資産 609百万円の増加、投資その他の資産 572百万円の増加によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ849百万円増加し 10,227百万円となりました。

これは主に長短借入金の増加によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ285百万円増加し6,757百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績につきましては、平成26年５月13日に公表しました連結業績予想から変更しておりませ 

ん。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職

給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に

決定する方法から退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用

する方法へ変更いたしました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が19百万円増加し、利益剰余金が12百万円減

少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益の影響

は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,287 1,451 

受取手形及び売掛金 4,459 4,888 

商品及び製品 710 716 

仕掛品 271 306 

原材料及び貯蔵品 354 324 

その他 246 250 

貸倒引当金 △3 △3 

流動資産合計 7,324 7,933 

固定資産    

有形固定資産    

機械装置及び運搬具（純額） 2,273 2,405 

土地 1,689 1,689 

その他（純額） 1,321 1,150 

有形固定資産合計 5,283 5,244 

無形固定資産 110 104 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,566 3,329 

その他 565 375 

貸倒引当金 △1 △1 

投資その他の資産合計 3,130 3,703 

固定資産合計 8,523 9,050 

繰延資産    

社債発行費 2 1 

繰延資産合計 2 1 

資産合計 15,849 16,984 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,570 3,814 

短期借入金 1,210 1,480 

1年内返済予定の長期借入金 865 963 

1年内償還予定の社債 － 400 

未払法人税等 47 27 

賞与引当金 100 40 

その他 1,015 1,078 

流動負債合計 6,807 7,803 

固定負債    

社債 400 － 

長期借入金 1,698 1,885 

退職給付に係る負債 355 376 

資産除去債務 3 3 

その他 114 160 

固定負債合計 2,571 2,423 

負債合計 9,377 10,227 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,151 2,151 

資本剰余金 1,383 1,383 

利益剰余金 1,227 1,345 

自己株式 △388 △794 

株主資本合計 4,372 4,084 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 495 981 

為替換算調整勘定 476 521 

退職給付に係る調整累計額 52 41 

その他の包括利益累計額合計 1,023 1,544 

少数株主持分 1,076 1,129 

純資産合計 6,472 6,757 

負債純資産合計 15,849 16,984 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 12,565 12,453 

売上原価 10,454 10,405 

売上総利益 2,111 2,048 

販売費及び一般管理費 1,693 1,670 

営業利益 418 378 

営業外収益    

受取利息 9 8 

受取配当金 40 43 

その他 47 40 

営業外収益合計 97 92 

営業外費用    

支払利息 46 42 

その他 129 116 

営業外費用合計 175 158 

経常利益 340 311 

特別利益    

退職給付信託一部返還に伴う影響額 101 － 

特別利益合計 101 － 

特別損失    

固定資産売却損 25 － 

特別損失合計 25 － 

税金等調整前四半期純利益 416 311 

法人税等 136 86 

少数株主損益調整前四半期純利益 280 226 

少数株主利益 37 30 

四半期純利益 243 196 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 280 226 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 161 487 

為替換算調整勘定 375 68 

退職給付に係る調整額 － △12 

その他の包括利益合計 537 543 

四半期包括利益 817 769 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 653 716 

少数株主に係る四半期包括利益 164 53 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年８月19日開催の取締役会決議に基づき、自己株式2,652,000株の取得を実施いたしました。こ

の結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が406百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において

自己株式が794百万円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  日本 中国 合計 

売上高      

(1）外部顧客への売上高 9,555 3,010 12,565 

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － 520 520 

計 9,555 3,530 13,085 

セグメント利益 347 201 548 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 548

セグメント間取引消去 30

その他の調整額 △160

四半期連結損益計算書の営業利益 418

 （注） その他の調整額は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  日本 中国 合計 

売上高      

(1）外部顧客への売上高 9,529 2,924 12,453 

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － 612 612 

計 9,529 3,536 13,065 

セグメント利益 311 219 530 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 530

セグメント間取引消去 1

その他の調整額 △153

四半期連結損益計算書の営業利益 378

 （注） その他の調整額は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再

表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務および勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、報告セグメントの退職給付債務および勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

 当該変更による各報告セグメント等への影響は軽微であります。
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